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E-lxTool 

「LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換

標準（案）Ver.1.3」に沿った作成手順 
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本資料は著作権法に基づき下記の行為に関しては弊社の許諾が必要になります。 

(1) ｺﾋﾟｰなどの無断複製 

(2) 公衆への伝達(著作物を許可なく第三者に伝達すること) 

(3) 二次的著作物の作成と利用 
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１. はじめに 

演算工房 E-lxTool は「LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準（案）Ver.1.3 － 

略称：J-LandXML－平成31年3月）」(http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bunya/cals/des.html) 

に対応した線形 LandXML を作成出来るツールです。 

画面に沿って項目を埋めていくだけで簡単に線形 LandXML を作成可能です。 

 

２. LandXML 作成手順 

①「新規線形作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②基本情報を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bunya/cals/des.html
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③平面線形情報を入力 

タイプから線形タイプを選択し、各項目を入力してください。（線形長は入力不可） 

ブレーキの設定もここで行えます。 

「計算」ボタンをクリックすると必要な計算が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「形状確認」ボタンをクリックすると平面線形の形状確認が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑↓で行の入替え 

＋－で行の追加・削除が可能 

(他画面も同様) 
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④中間点リストの作成 

名称、累加距離票を入力し「計算」ボタンをクリックすると座標値などが計算されます。 

「自動生成」ボタンをクリックすると基本情報画面で設定した測点間隔で自動生成されま

す。また、自動生成間隔を変更することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「計算せずに次へ」ボタンについて 

   既存 LandXML 読込みモードにおいて、読込んだ中間点に変更を加えたくない場合に 

のみ選択してください。 

   通常は「計算して次へ」を選択してください。 
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 ⑤縦断線形情報を入力 

平面線形入力画面と同様に各項目を入力してください。(グレーアウト部は入力不可) 

「計算」ボタンをクリックすると計算が行われます。 

 

「形状確認」ボタンをクリックすると縦断線形の形状確認が出来ます。 

高さ方向のスケールを変更することが出来ます。 
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⑥管理情報を入力 

最後に管理情報を入力し「LandXML 出力」をクリックします。 

 

以上 
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